








業がそれに続く。近年では、流れもの操業のインパクトが素
群れ操業のインパクトよりも大きくなっている（図 9）。将来
予測（2015 ～ 2017 年の平均的な漁獲の強さ、過去平均の加
入量を仮定）を行うと、2027 年まで Spawning Biomass ratio
は、不確実性が大きいものの、ほぼ MSY レベルになるとされ
た（図 5）。最近の産卵資源量は 1975 年以降 2017 年までの産
卵資源量の平均値と± 1 標準偏差の範囲にあるので、産卵資
源量レベルは中程度であり、図 9 のとおり、最近 5 年について
は、明瞭な上昇・下降の傾向が認められないので、資源動向は
横ばいと考えられる。

まき網の禁漁期間の説明のために、キハダ、メバチの資源
評価結果が得られている 2018 年の値を用いる。2018 年の資
源評価のキハダの Fmultiplier は（この場合は、F / FMSY の逆数で、
1.0 より小さいと漁獲圧が過剰。1.0 より大きいと、適切な漁
獲圧まで増加させても良い係数であり、1.1 ならば、現状の 1.1
倍まで漁獲圧を増加させても適切な範囲である）0.99、メバ
チの 2018 年の資源評価の Fmultiplier は 0.87 とされた（Xu et al . 
2018）。まき網の魚艙容量（潜在的な努力量を示すと考えられ
ている）は、2015 ～ 2017 年の平均と比べて、2018 年 3 月 25
日の時点で 1％増加していたことを考慮して、キハダ、メバチ
ともに近年の漁獲努力はやはり過剰（Fmultiplier は 0.97（= 0.99 
/ 1.01）、0.86（= 0.87 / 1.01）に調整）とみなされた。このため、
2016 年のまき網の禁漁日数（62 日間）は、資源管理方策とし
ては不十分であり、本年については、キハダと比較するとメ
バチのほうが深刻な状況であることから、次式により 107 日
の禁漁日数が必要と算出された。ただし、複数年（2017-2020
年）の管理方策が導入されているため、この新禁漁日数は参
考値である。

禁漁日数 = 365 - Fmultiplier ×（365 − 2016 年の禁漁日数）／
　（昨年末の魚艙容量／最近 3 年の平均魚艙容量）
新禁漁日数 = 365 - 0.87 × (365 – 62) / (1.01 / 1) = 107
新禁漁日数は参考値ではあるものの、大きく変動した。禁

漁期間が毎年大きく変動することは、管理上望ましくない。
このため、2019 年に予定されていたメバチ、キハダの資源評

価の見直しを、より包括的に行うことが企画されている。こ
のため、2019 年に資源評価は行われず、東部太平洋のカツオ
と同様の複数の漁業指標（CPUE、漁獲サイズ等）が示される
予定である。

管理方策

IATTC 事務局からの勧告に基づき、2017 年及び 2018 年に
開催された IATTC 第 92 回、93 回会合において、2017 年から
2019 年（2020 年に延長）については、（ア）2017 年～ 2020 年
におけるまき網漁業の禁漁期間を拡大（62 日⇒ 72 日、一部漁
法に設定されていた漁獲上限は廃止）、（イ）2018 年～ 2020
年においてまき網漁業で使用可能な集魚装置（FAD）の数を
大型まき網漁船で 450 基に制限、（ウ）はえ縄漁業の国別メバ
チ漁獲枠設定の維持（我が国漁獲枠は 32,372 トン）といった
保存管理措置が採択された。（ウ）の措置はキハダの漁獲量に
も影響をもたらすと考えられる。なお、2019 年に開催された
IATTC 第 94 回会合において、まき網漁船が使用する集魚装置

（FAD）を使用した操業回数の制限等について議論が行われた
が、合意に至らず、議論を継続することになった。

【MSE（Management strategy evaluation）の検討状況】
「4. まぐろ類 RFMO における管理方策（総説）」の MSE に関

する説明を参照のこと。
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キハダ（東部太平洋）の資源の現況（要約表）

資 源 水 準 中位

資 源 動 向 横ばい

世 界 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

22.4 万～ 26.0 万トン
最近（2018）年：25.1 万トン
平均：24.7 万トン（2014 ～ 2018 年）

我 が 国 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

0.1 万～ 0.3 万トン
最近（2018）年：0.2 万トン
平均：0.2 万トン（2014 ～ 2018 年）

管 理 目 標 検討中

資 源 評 価 の 方 法 統合モデル（Stock Synthesis）

資 源 の 状 態

SB2019 / SBMSY = 0.76
F2016-2018 / FMSY = 1.12
ただし、本資源評価結果は不確か
で、資 源 評 価 モ デ ル の 包 括 的 な
見直しが必要と考えられており、
2019 年 IATTC 第 43 回 年 次 会 合 に
は、カツオ、メバチと同様の複数の
漁業指標（CPUE、漁獲サイズ等）が
示されたに過ぎない。

管 理 措 置

・2017 年 ～ 2020 年 に お け る ま き
網漁業の禁漁期間を拡大（62 日
⇒ 72 日、一部漁法に設定されて
いた漁獲上限は廃止）

・2018 年 ～ 2020 年 に お い て ま き
網 漁 業 で 使 用 可 能 な 集 魚 装 置

（FAD）の数を大型まき網漁船で
450 基に制限

・はえ縄漁業：国別メバチ漁獲枠の
設定（我が国漁獲枠は 32,372 ト
ン：キハダの漁獲量にも影響を
もたらすと考えられる）

管理機関・関係機関 IATTC

最新の資源評価年 2019 年

次回の資源評価年 2020 年
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